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防災対策に資する南海トラフ地震調査研究プロジェクト 

審査要項 

 

令和２年３月１３日 

防 災 対 策 に 資 す る 

南海トラフ地震調査研究プロジェクト 

審 査 評 価 会 

 

防災対策に資する南海トラフ地震調査研究プロジェクトに係る審査は、この審査要項

に従って行う。 

 

１． 審査方法 

審査は、防災対策に資する南海トラフ地震調査研究プロジェクトの審査評価会（以下

「審査会」という。）において、評価項目及び審査基準（別紙１）に基づき、書類審査、

面接審査を実施する。また、必要に応じて審査期間中に提案の詳細に関する追加資料の提

出を求める場合がある。 

審査会での審査結果により採択候補を選定し、文部科学省に意見する。文部科学省は意

見をもとに採択を決定する。 

 

２．採択案件の決定方法 

審査会において書類審査を行う。書類審査においては、提出された企画提案書等に対

し、「評価項目及び審査基準」（別紙１）に基づき審査を行う。審査会の構成員（以下

「委員」という。）は、３．で示す方法で審査項目評点を判断することとし、評価結果用

紙（別紙３）に得点を記入する。評価項目ごとの得点配分は、別紙２のとおりとする。書

類審査の所見は、審査会における総合討議の際、極めて重要な判断材料となるため、でき

るだけ「コメント」欄に記入すること。 

特に、各項目の評点で３点以外の評点を付した場合は、どの点が優れているのか、また

は、どの点が不十分なのかについて、具体的に判断根拠・理由等を必ず「コメント」欄に

記入すること。書面審査項目の記載の不備、誤記入等により判断できない場合は、評点を

１点とし、その具体的な理由を必ず「コメント」欄に記入すること。 

書類審査の後、面接審査を行う。面接審査においては、提案のあった機関の事業責任者

等からプレゼンテーションを受ける。面接審査を踏まえて、委員は書類審査で記入した得

点の修正を行う。 

面接審査の後、総合討議を行う。委員は、総合討議を踏まえて得点の修正を行う。評価

項目ごとの点を足し合わせた結果を評価点とする。全ての項目が５点の場合の評価点の

50％を基礎点とし、基礎点に達しない場合は不適格とする。審査会は各委員の評価点の合
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計が最も高い者または一定の条件を満たす等の者を採択候補とする。その際、採択に当た

っての条件を付す場合がある。文部科学省は、審査結果をもとに採択を決定する。なお、

提案に不適切な内容がある場合には、採択されないことがある。 

 

３． 評価方法 

 評価は別紙１の各評価項目について、別紙２で定めるように５点満点で得点を与える。

その判断基準は次の通りである。 

     大変優れている＝５点、優れている＝４点、普通＝３点 

     やや劣っている＝２点、劣っている＝１点 

 ただし、加点※５については、えるぼし認定段階２以上、プラチナくるみん認定、ユー

スエール認定のいずれかの場合は５点とし、新くるみん認定（次世代法施行規則等の一部

を改正する省令（平成２９年 厚生労働省令第３１号）による改正後の認定基準により認

定）の場合は４点とし、えるぼし認定段階１、旧くるみん認定（次世代法施行規則等の一

部を改正する省令（平成２９年 厚生労働省令第３１号）による改正前の認定基準または

同附則第２条第３項の規定による経過措置により認定）のいずれかの場合は３点とする。 

 

４． 審査結果の通知及び公開 

（１） 審査結果の通知 

採択決定後、全ての提案について審査結果を書面で通知する。なお、審査の途中経過に

ついての問合せには一切応じない。 

採択に当たっては、研究目標、内容・手法、計画、実施体制等に関して、条件を付すこ

とがある。 

（２） 審査結果の公開 

採択決定後、文部科学省ホームページへの掲載等により、採択された提案の概要を公開

する。 

 

５ 利害関係者の排除 

 審査に関する利害関係の排除の取り扱いについては、次のとおりとする。 

（１）委員自身が提案の代表機関の研究代表者又は分担者（以下「研究代表者等」とい

う。）である場合、審査に加わらないこととする。 

（２）委員自身が、提案の代表機関の研究代表者等との関係において、次に掲げるものに

該当すると自ら判断する場合は、審査に加わらないこととする。 

① 提案の代表機関の研究代表者等の提案の中に、何らかの形で委員自身が参画する

内容の記載があった場合 

② 委員自身が所属している機関から申請があった場合 
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③ 委員自身が、過去 5年以内に提案の代表機関の研究代表者等から寄附を受けてい

る場合 

④ 委員自身が、過去 5年以内に提案の代表機関の研究代表者等と共同研究又は共同

で事業を行い且つそのための資金を委員自身が受けている場合 

⑤ 委員自身と提案の代表機関の研究代表者等との間に、過去 5年以内に取引があり

且つ提案の代表機関の研究代表者等からその対価を委員自身が受け取っている場

合 

⑥ 委員自身が、提案の代表機関の研究代表者等の発行した株式または新株予約権を

保有している場合 

（３）提案の代表機関の研究代表者等（研究代表者等が法人の場合はその役員、その他企

画提案書等の中の研究代表者又は共同参加者等を含む）との間に深い利害関係があり、

当該提案の代表機関の研究代表者等の審査を行った場合に社会通念上の疑義を抱かれる

おそれがある場合、文部科学省は審査会に当該委員の審査の可否についての決定を求め

なければならない。ただし、当該委員自ら当該研究代表者等の審査を辞退した場合はそ

の限りではない。 

 

６．守秘義務について 

委員は、審査の過程で知り得た個人情報及び審査内容に係る情報については、外部に漏

洩しないこととする。また、委員として取得した情報（提案書類等各種資料を含む）は、

厳重に管理すること。 
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（別紙１） 

評価項目及び審査基準 

 

防災対策に資する南海トラフ地震調査研究プロジェクト 

（ア）研究実施主体に関する評価 

① 事業実施に必要な人員・組織体制（協力機関や広報担当も含む）が整っているか 
②  事業管理を適切に遂行できる体制を有しているか 
③ 事業実務に精通しているとともに、事業を適切に遂行する能力を有しているか 
④ 事業を効果的に遂行するために必要な専門知識・技術等を有しているか 
⑤ 財務状況の評価により経営基盤が確立しているか 

⑥ 事業に必要な設備・施設を保有しているか 

⑦ 事業実施にあたり、安全管理能力を十分に有しているか 

 

（イ）研究目標・内容・計画に関する評価 

① 提案された研究全体の目標・計画に実現性・妥当性があるか 

② 地震調査研究推進本部の各種計画（総合的かつ基本的な施策等）で取組むべきとさ

れている課題を満たす内容であるか 

③ 想定される成果が文部科学省の意図に合致しているか 

④ 提案された調査研究内容・手法が適切であるか 

⑤ 得られた研究成果の普及を含め、関係の自治体等との連携に関して、提案された目

標・計画に具体性・実現性・妥当性があるか 

⑥ 提案内容に対して、適切な経費が示されているか 

⑦ 提案する事業終了時の成果目標は、実現可能性を損なわない範囲で挑戦的な目標値

を設定しているか 

   

※１ 関係自治体等との連携に関して、事業計画の提案時点において、連携対象機

関等から内諾が得られている場合は加点する（５点）。 

※２ 調査内容が詳細かつ妥当に提案されており、研究手法に成果を高めるための

工夫があれば、その内容に応じて加点する（５点）。 

※３ 成果の活用展望が具体的であり、防災対策の改善に直ちに繋がるものであれ

ば加点する（５点） 

※４ 幅広い知見・人的ネットワーク・優れた情報収集能力を有していれば加点す

る（５点）。 

※５ ワーク・ライフ・バランス等の取組に関する評価として、以下のいずれかの

認定等がある場合には加点する（５点）。複数の認定等に該当する場合は、

最も認定段階が高い区分により加点を行うものとする。 
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   ・女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）に基づ

く認定（えるぼし認定企業）を受けていること。 

   ・次世代育成支援対策推進法（次世代法）に基づく認定（旧くるみん認定企

業・新くるみん認定企業・プラチナくるみん認定企業）を受けていること。 

   ・青少年の雇用の促進等に関する法律（若者雇用促進法）に基づく認定を受け

ていること。 
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（別紙２） 

 

得点配分 

 

下表のとおりとする。 

 

 

（得点表） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 得点（満点） 

（ア）－① ５ 

（ア）－② ５ 

（ア）－③ ５ 

（ア）－④ ５ 

（ア）－⑤ ５ 

（ア）－⑥ ５ 

（ア）－⑦ ５ 

（ア）合計 ３５ 

（イ）－① ５ 

（イ）－② ５ 

（イ）－③ ５ 

（イ）－④ ５ 

（イ）－⑤ ５ 

（イ）－⑥ ５ 

（イ）－⑦ ５ 

（イ）合計 ３５ 

加点※１ ５ 

加点※２ ５ 

加点※３ ５ 

加点※４ ５ 

加点※５ ５ 

加点※６ ５ 

加点合計 ３０ 

合計 １００ 
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（別紙３） 

南海トラフ地震調査研究プロジェクト 

評価結果 記入用紙 

 

委員名：            利害関係の有無 有・無 

番号： 

代表機関： 

研究代表者名： 

 

防災対策に資する南海トラフ地震調査研究プロジェクト 

・書類審査評価結果 

評価項目ごとに得点を記入してください。 

（注） 面接審査、総合討論を経て、得点を修正して下さい。 

 

項目 得点 

コメント（あれば記してください。ただし、加

点項目については加点した理由を必ず記

してください。） 

（ア）－①  

 

 

 

（ア）－②  

 

 

 

（ア）－③  

 

 

 

（ア）－④  

 

 

 

（ア）－⑤  

 

 

 

（ア）－⑥  
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（ア）－⑦  

 

 

 

（ア）合計  

 

 

 

（イ）－①  

 

 

 

（イ）－②  

 

 

 

（イ）－③  

 

 

 

（イ）－④  

 

 

 

（イ）－⑤  

 

 

 

（イ）－⑥  

 

 

 

（イ）－⑦  

 

 

 

（イ）合計  

 

 

 

加点※１  

 

 

 

加点※２  
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（全体的なコメント・その他） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

加点※３  

 

 

 

加点※４  

 

 

 

加点※５  

 

 

 

加点※６  

 

 

 

加点合計  

 

 

 

合計  

 

 

 


